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自動車技術を取り巻く
デジタルエンジニアリングの進展

自動車技術に関するデジタルエンジニアリングの紹介
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背景と目的

燃料電池自動車の圧縮水素容器へ水素を急速充填すると
、容器内の温度が上昇する。

そのため、温度の上昇を抑え充填時間を短くする為の研究
が進められている。

本解析の目的は、圧縮水素容器の数値解析を行い、圧縮
水素容器内の詳細な現象を予測することと、実験結果との
比較を行うことにより、数値解析の精度向上の為の知見を
得ることである。
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解析手法
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乱流モデル：
標準スマゴリンスキーモデル
Cs=0.12

流入境界：一定の質量流量
(8.3×10-3[kg/s])

壁面：壁境界、すべりなし条件
断熱条件

格子節点数：103508(流体のみ)

結果１ 速度の絶対値[m/s]
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dt=1.0e-3

dt=1.0e-2

時間刻みdt=1.0e-2のケース
よりも、dt=1.0e-3の方が噴流
の蛇行が早い段階で始まって
いる事が分かる。
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結果２ 容器内温度の時間変化
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今回の解析では、壁面での
伝熱を考慮していない為、
実験値よりも温度が上昇する
結果となった

結論と今後の課題

今回の解析において、計算格子の改良と時間刻みdtの変
更を行うことによって、より実験結果に近い速度場の予測結
果が得られた。

今後は、流体－容器間の熱伝達、熱伝導も考慮し、温度場
についても実験結果との一致を目指す。また、充填する水
素に対して、実在ガスモデルを用いた解析も行う。
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